
愛知県における古代製鉄と鉄器の年代

横井時秀１）・中村俊夫２）
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１．鉄の文化の伝播
トルコ付近で発生したと思われる鉄の文化は，古い時代に北アフリカ・欧州各地・

アジア大陸・インドから東南アジアなどへ伝わった．わが国への伝搬ルートに関して
は，朝鮮半島から北九州へ伝えられたルートのほかに，日本海を経て直接に北陸や山
陰へ伝えられたルート，また南方の島伝いに黒潮の流れに沿って太平洋岸へ伝えられ
たルートもあるように思われる．

２．わが国に残存する鋳鉄製文化財
鋼鉄製の武具や刀剣類は錆びやすく，長い間埋蔵されていると酸化鉄となってしま

うため，また，実用品は鉄材量として再生利用されやすいため，残存している文化財
は少ない．さらに，小型のものでは移動してきた可能性があるため，残存品の発見場
所付近が製鉄・加工された場所であると特定しにくいことが多い．しかし，それらの
環境をのりこえて，鋳鉄製品が１３世紀以降の文化財として，仏像などの形で残存し
ている．

３．愛知県下の鋳鉄仏像など
１ヨ；｀ｉｇ．１に，全国的な鋳鉄製文化財などの残存分布例を示した．愛知県下には：ｔ１点

が残存していると示されていて，それらは全て’ｒａｂｌｅ１に示すように鋳鉄仏である．
さらに，その後の調査で’１フａｂｌｅ２に示す鋳鉄仏などの鋳鉄製品が認められた．小型の
ものは各地に残存していると思われる．仏像などでは，耐鋳性や仕上げ加工性がよい
ことから一般に銅合金製が多い．しかし，銅地金材料が不足気味であること，さらに
鋳鉄物の重厚さが好まれて，それぞれの地元で鉄材料や身近な製鉄原料を用いて製鉄
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７Γａｂｌｅ１愛知県内で確認された鋳鉄佛

形状 高さ試 料
番 号-
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

佛像
㎜
地蔵菩薩

１
　１
　ｍ
　１９１
　　ｍ
　　１

タノ＊

１
　１
　ｍ

１
　３
　１１１１１１１５１１　　ｏhttp://www.１１１.
　　１１１１５
　ｉ
　ｉ
　　１１１１１１１１１１
　　Ｔ１１１１１１５１１
　　　Ｔ１１１１
　　０１１１１１ｔ
　１１１１１
　　０１１１１１１５
　ｉｏ
　　１１１１１１１１５１１
　　http://www.ｏｌｌｊ.ｌｌｌｌｌｉｊ

１６０
１６０
１６２
１６０
１６０
１５５
１２２
９７
９６
６４
４４

制作年代

寛喜２（１２３０）
文暦２（１２３５）
室町時代？
永正６（１５０９）
室町時代
享禄４（で１５３２）
天文２４（１５５５）
室町時代～
承応２Ｇ６５３）
室町～江戸時代

所 蔵 所 在 地
法 蔵 寺 海 部 郡 美 和 町
長 光 寺 稲 沢 市 六 角 堂
常 観 寺 江 南 市 小 折
青大悲寺名古屋市熱田区
観聴寺名古屋市熱田区
観聴寺名古屋市熱田区
功 徳 寺 名 古 屋 市 中 区
長 松 寺 丹 羽 郡 大 口 町
釡地蔵寺海部郡佐織町
全昌寺西春日井郡師勝町
地 蔵 院 名 古 屋 市 南 区

所在地-
小牧市
可児市
可児市
知立市
名古屋市
津島市
名古屋市
知立市

＊）戦災で消失したとされていたが，
た．

著者の一人である横井により残余の存在が確認され

試料番号
１
２
３
４
５
６
７
８

高 さ ｃ ｍ
７
８
６
８
５
０
０
５

５
　

１
２
２
７
１
６
５
４

製品
千手観音立像
愛染明王座像
薬師如来座像
不動明王立像

飯
龍
炉
口

灯
灯
香
鰐

所蔵一
江岩寺
三宅邸
薬師堂
遍照院
水野邸
津島神社
宝泉院
知立神社

Ｔａｂｌｅ２愛知県付近の鋳鉄製品
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が行われ，鋳造されて残存しているのではないかと考えられる．
Ｔａｂｌｅ１に挙げた試料番号７の地蔵菩薩像は戦災によって滅失したとされていた．
しかし，１ヨ；｀ｉｇ．２に示されるように残片が保存されていたので，その一部を切断して，
名古屋大学年代測定資料研究センターに設置されているタンデトロン加速器質量分
析計（タンデトロンＡミＩＸ／ＩＳ）を用いて放射性炭素１４Ｃ年代測定を実施した．さらに，
Ｔａｂｌｅ１試料番号６の観聴寺の鋳張りと共に化学成分の分析を行った．化学分析の結
果は’１７ａｂｌｅ４に示される．

４．製鉄実験
実用的な製鉄原料は，赤鉄鉱，褐鉄鉱及び磁鉄鉱である．わが国では，磁鉄鉱系の

砂鉄を原料とした「たたら製鉄」が各地で行われていたし，岩鉄の磁鉄鉱石を用いた
製鉄も古い時代から行われていたと伝えられている．そこで，愛知県およびその周辺
地域における製鉄原料の所在について調査した．その結果，岐阜県大垣の郊外の赤坂
で赤鉄鉱，恵那市の木曽川畔で磁鉄鉱の採掘可能な鉱山跡を確認した．また，愛知県
の中西部の主要な地層を構成している東海層群の地層中には褐鉄鉱の板状層があり，
さらにその原料鉱物と思われる水酸化鉄が泥土状に滞留している場所を多数発見し
た．これら原料を採取し，小型の立形炉（内径２０ｃｃｍ，高さ１（）Ｏｃｍ）を用いて木炭
燃焼による製鉄実験をたびたび実施し，鉄が得られることを確認した．すなわち，愛
知県下においても古代から製鉄が可能であったことを実験的に証明することができ
た．
小型炉を用いた製鉄で得られたこれらの鉄鋼塊や銑鉄は，島根県下で日本鉄鋼協会

が主催した「たたら復元」による古代製鉄法の実験により得られた鉄鋼類と類似の品
質を持つものであることを確認できた．
１７｀ａｂｌｅ３および４に，これらの分析値などを示した．

５．愛知県における古代製鉄遺跡
古い登り窯の跡が多数存在する愛知県小牧市の東部の丘陵で，：１．９８５年に古い製鉄

炉跡が発掘されて「狩山戸製鉄遺跡」と呼ばれている．発掘された製鉄滓の化学分析
の結果，残留Ｔｉ０２が０．３０～０．６７％と低い値を示すことから，この製鉄炉では砂鉄類
ではなく，岩鉄と呼ばれる鉄鉱物を製鉄原料として用いられたことを確認した．また，
ＩＦｉｇ．３に示されるように，近くの谷間を発掘して小鉄塊の残品を発見することができ
た．この小鉄塊ｍｉｇ．４）から，少量ではあるが金属鉄が回収できたので，タンデト
ロンＡＭＳによって１４Ｃ年代測定を行った．
また，愛知県知多郡武豊町宇富貴に所在する古い住居群跡である「ウスガイト遺

跡」では，鉄の生産・加工を行ったと思われる加熱炉跡が発掘された．この際，加熱
炉跡の周辺で，食用とは思えない小貝殻がたくさん発掘された（Ｆｉｇ．５）．この貝殻に
ついてもタンデトロンＡＭＳによる１４Ｃ年代測定を行った．
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’で１７ａｂｌｅ３主要成分の化学成分分析値（％）

試 料 番 号 試 料
狩山戸遺跡の鉱滓
篠岡丘陵の鉱滓’８２井塚氏
篠岡丘陵の鉱滓’８０梶田氏
島根県復元タタラ（’６９）
製鉄実験鉱滓
滋賀県牧野
古代製鉄跡鉱滓
狩山戸付近の砂鉄
島根県の砂鉄
狩山戸付近の鬼板
名古屋市天白区の鬼板
杉ノ沢磁鉄鉱

Ｔ-Ｆｅ
-
４８．３

４６．１

５１．４

４７．８

４２．５

４６．８

６１．２

２０．８

３１．８

５７．４

ＴＩ０２
-
０．３１

０．３０

０．６７

６．９１

０．４０

３０．３９

５．１２

０．１９

０．２０

０．０７

試料物質
復元タタラ全母
復 元 タ タ ラ 銑
小 形 炉 白 銑
小 形 炉 １ 母
観 聴 寺 鉄 佛
功 徳 院 鉄 佛
単位：％

炭 素 Ｃ-
０．６０

３．５８

４．０３

０．１０

４．３７

４．１７

ケイ素Ｓｉ
０．０７

０．０１

０．０１

０．０５

０．０６

０．０３

マ ン ガ ン Ｍ ｎ

０．０１

微

０．０５

０．０１

０．０２

０．０１

２ ３ -

しＪンＰ-
０．０５

０．１１

０．１８

０．０６

０．２９

０．２６

イオウＳ
微
微
０．０１

０．００６

０．０３

０．０２



（６）年代測定結果及び考察
鉄や貝の試料について得られた１４Ｃ年代および炭素安定同位体比をＴａｂｌｅ５に示す．
“１４Ｃ年代一樹木年輪年代”較正曲線を用いて，１４Ｃ年代値をさらに暦年代へ較正し

てある（Ｔａｂｌｅ５の左から７列目）．この較正暦年代を用いて考察を行う．天文２４年
（ＡＤ：１．ＥＥ；５５）鋳造という陽鋳銘のあった功徳院の鋳鉄地蔵菩薩像の残片は，１４Ｃ年代
測定によりその作成年代がＡＤ：１５１７～：１．５８５である可能性があることが示された．武
豊ウスガイト遺跡の貝殻は，２点の１４Ｃ年代測定からおよそＡＤ１４００頃との測定結果
が得られた．また，小牧市狩山戸製鉄遺跡の白銑片についてはＡＤ６３５～７８６と得ら
れ，かなり古い作成年代であることが示唆された．いづれの試料も同時に発掘された
土器類による編年に基づく推定年代と合致した年代値が得られている．

謝 辞
試料提供者各位を記して謝辞に代えます．
①小牧市文化財課発掘担当中島隆
②武豊市歴史民俗資料館磯部幸男・奥川弘成
③ 名 古 屋 市 中 区 功 徳 院
④ 名 古 屋 市 熱 田 区 観 聴 寺
なお，名古屋大学工学部材料プロセス学科学生の山田淳子氏には，タンデトロンＡＭＳ
を用いる１４Ｃ年代測定のために，鉄試料から炭素を抽出する操作を手伝って頂いた．
ここに記して感謝の意を表する．
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’１７ａｂｌｅ５タンデトロン加速器質量分析計による年代測定値

試 料 番 号 試 料 物 質 場 所 測 定 依 頼 日 炭 １ ｒ ， ９ ： （ な ｙ ヒ

ＳＫ-１２９貝殻武豊で１．１）Ｓ｝５／３／１６０．８

ＳＫ-１３１

ＪＩＺＯ-１

貝殻

鉄地蔵
（白鋳鉄片）

ＫＡＲＩ：’ｙ７ＡＭＡ-１狩山戸遺跡
（白銑片）

武豊

功徳院

小牧市

で１．Ｓ）Ｓ）５／３／１６

Ｔ１、¶）¶）５／３／７

で１．Ｓ）Ｓ）６／３／７

１．１

未 測 定

未測定

１４Ｃ年代値

（ｙｒＢＰ）-
８３３±５６

９８８±５７

２５２±７３

１３３４±８３

較 正 し た 暦 年 代
１（Ｊｙｅａｒｒａｎ１１；・３（ｐｒ（）ｔ：・ε１ｂｉｌｉｔｙ）

ｃａ１ＡＤ１４４５-１ｊｉ５：３３（１００％）

ｃａ１ＡＤ１：３２３９-１ｚ１２４（１００％）

ｃａ１ＡＤミ１。５１７-で１，ｊ５８５（２６％）
ｃａ１ＡＤミ１，１５：：Ｚ：３-１６８４（３３％）
ｃａ１ＡＤＴＩ，７４３-ミ１．８０７（２９％）
ｃａ１ＡＤミ１１）３２-１！ｌ）ｊ５５（１１％）

（；心Ｕ）６３５-’７８６（で１｛｝Ｏ％）

Ｌａｂ．Ｃｏｄｅ＃

ＮＵＴＡ-

-３９０９

-３９１０

５２９３

-５２９２



Ａ］Ｖ［Ｓ１４ＣＤａｔｉｎｇｏｆｌｒｏｎＡ：ｒｔｉｆａ（ｙｔｓａｎｄＯｔｈｅｒ
ＳａｍｐｌｅｓＲｅｌａｔｅｄｗｉｔｈＡｎｃｉｅｎｔｌｒｏｎＰｒｏｄｕｃｔｉｏｎｉｎ

ＡｉｃｈｉＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅ

ＴｏｋｉｈｉｄｅＹＯＫＯＩ１）ａｎｄＴｏｓｈｉｏＮＡＩＫＡＭ：ＵＲＡ２）

１）Ｅｍｅｌ’ｉｔｕｓｌｌヨ）ｒｏｆｅ・ｉ；Ｅｉ（）ｒｏｆＤａｉｄｏｌｎ・３ｔｉｔｕｔｅｏｆＴａ・ｈｎｏｌｏｇｙ

Ｄａｉｄｏ-ｃｈｏ，Ｍｉｎａｌｎｉ-ｋｕ，Ｎａｇｏｙａ４５７-０８１１Ｊａｐａｎ．

２）ＤａｔｉｎｇａｎｄＭａｔｅｒｉａｌｓｌｌ∃ｌｅｓｅａｒｃｈＣｅｎｔｅｒ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖ（・ｒｓｉｔｙ

Ｆｕｒｏ-ｃｈｏ，Ｃｈ：ｉ．ｋｕｓａ-ｋｕ，Ｎａｇｏｙａ４６４-８６０２Ｊａｐａｎ．
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